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令和元年 6月に国土交通省住宅局建築指導課から「国住指第 18号」が発行されました。 

 

国住指第 18号：「建築物の外壁に設ける有機系断熱材・外装材の取扱いについて」 

 

 

 

また一般社団法人 日本金属屋根協会から、上記通知の背景となった調査研究を含めた参考記事が 

発表されております。 

 

参考記事：「施工と管理 ２０１９年７・８月号」“今月の話題”  

 

 

 

 

地球温暖化防止や木材需要喚起の流れの中で、省エネルギーや健康に配慮した建物が推奨され、 

内外壁への断熱施工が盛んに進められております。 そうした中で、火災による想定外の被害を避け 

るため、急激な上階延焼や避難を困難にする煙発生を抑制するための措置が非常に重要になると考 

えます。 

ロックウールは抜群のファイヤーストップ性能を発揮する断熱材であり、要所・要所でのご活用をお願 

い申し上げます。 

 

 

 

 

「建築物の外壁に設ける有機系断熱材・外装材の取扱いについて」および「参考記事」について 

http://www.njr.or.jp/data/material/other/data/mlit_gaiheki20190628.pdf
http://www.njr.or.jp/data/material/other/data/mlit_gaiheki20190628.pdf
https://www.rwa.gr.jp/download/data/sekoutokanri_07_08.pdf

